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__……･･編集後記･……･…

喰12月になると,あちこちで｢今世紀(あるいは20世紀)

最後の｣という形容詞が見受けられることになると思っ

ていました.年末とか,世紀末とか,新世紀とかいう感

慨を持つ余裕もなく,日々は走り抜けて行くようです.

地質ニュｰスも,六号が今世紀最後になりますが,編集

委員長に何の芸もないまま淡々と過ぎて行っている,そ

んなあっけなさを感じています.子供の頃,2ユ世紀が来

ること,その時には自分は50歳を超えていることは分か

っていました.しかし,それは遠い未来のことであって,

50歳を過ぎた自分を想像できませんでした.それが,す

ぐ目の前に来ているというのに,何の感慨も湧かないと

は何ということでしょうか.

紛JICA専門家としてブｰタン滞在中の茂木さんから,休

暇中に訪れたオｰストラリア西海岸のストロマトライトに

ついて,見学に便利な現地への行き方の詳細地図つき

紹介原稿をいただきました.本文中に出てきますが,有

名なハメリンプｰルはパｰスから最低でも1泊2日の行程

が必要とのことで紹介から割愛されています.ハメリン

ブｰルにつきましては,本誌492号(95年8月号の伊津野

さんの記事)に紹介記事がありますので,ご関心をお持

ちの方は是非ご覧下さい(同母の表紙写真を本誌40ぺ

一ジに再録).現在,地質ニュｰスは,誌面を画像ファ

イルに変換しデｰタベｰス化することを計画しています.

バックナンバｰをウェブ上でご覧いただく,あるいはそれ

をダウンロｰドしてご利用いただける日もそう遠くないと

思われますので,どうぞご期待下さい.

命同じくJICA専門家として北京在住の河内さんに連載

していただいている,伝記｢現代地球化学の父:ゴｰル
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ドシュミット｣は最終回,第10章を迎えました.エピロｰ

グとして著者のメｰスン博士のほか,ゴｰルドシュミット

から直接学問上の指導を受けた人々,あるいはその夫

人による,彼の周囲との軋櫟や交流を示す様々なエピ

ソｰドが語られています.第三者としてそれを読む分に

は,それぞれが面白いエピソｰドですが,当事者となら

れた方々は貴重な思い出であったり,あるいは逆に大変

な災難であつだろうと察せられます.とはいえ,足かけ1

年の連載でつきあってみると,気持ちの上ではやはり最

属してしまいます.

命伝記達載終了にあたって,当所首席研究官の松久さ

んに感想を書いていただきました.松久さんは,ゴｰル

ドシュミットのもとに留学した南英一博士(東大)から

続く日本の地球化学界で,曾孫世代にあたるのだそうで

す.連載を開始した頃,松久さんからゴｰルドシュミット

コンファレンスに出席されたお話を伺い,連載終了時に

ゴｰルドシュミットにまつわる原稿を書いていただこうと

思っていました.早速実現しました.

φこの他,当所顧問石原さんから,表紙,口絵写真とセ

ットでコルシカバソリス巡検記,地殻化学部金井さんに

よる放射性元素の解説シリｰズ｢鉛の地球化学｣,資源

エネルギｰ地質部須藤さんによる瓦の話(5),淡路島の

瓦と粘土資源,同部の古宮さんから地球外有機物の研

究の話,大阪地域地質センタｰの吉田さんからフォト巡

検記の原稿をいただきました.ありがとうございました.

新しい年も引き続き地質ニュｰスを盛りたてて下さい

ますようお願いいたします.

(湯浅真人)
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